
東日本大震災小児医療復興新生事務局会議（第３回）	 議事録	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

平成 25 年 8月 2日（金）13:30～16:00	 

岩手県民会館	 第 3会議室	 

【出席者】	 

	 	 福島県	 保健福祉部地域医療課	 

	 	 	 	 下重	 	 修	 	 	 主幹兼副課長	 

	 	 	 	 本多	 由美子	 	 主任主査	 	 

	 	 宮城県	 保健福祉部医療整備課	 

	 	 	 	 大久保	 久美子	 医療政策専門監	 

	 	 	 	 菅原	 	 奈美	 	 主事	 

	 	 岩手県	 医師支援推進室	 

	 	 	 	 千葉	 	 雅弘	 	 医師支援推進監	 

	 	 	 	 三田	 	 崇雄	 	 参与	 

	 	 	 	 高橋	 	 幸代	 	 医師支援推進担当課長（会議進行および書記）	 

	 

オブザーバー	 日本小児救急医学会	 災害医療委員会	 東日本大震災継続支援ワーキンググループ	 

	 	 東京都立小児総合医療センター	 

	 	 	 	 	 齊藤	 	 修	 	 	 	 

	 	 公立相馬総合病院	 	 

伊藤	 	 正樹	 	 	 

	 	 岩手県立大船渡病院	 

	 	 	 	 渕向	 	 透	 	 	 	 

	 

１	 報告事項	 

	 （１）支援実績の現況	 

○	 事務局資料１「支援医師一覧」を供覧、平成 25 年 7 月 26 日現在、支援医師実人員は 40

名（宮城 10、福島 9、岩手 21）、被支援件数は 64件（宮城 23、福島 12、岩手 29）であった。

条件不一致により不成立となったものは 9件であった。	 

	 	 	 ○	 各県において、長期支援を行って頂いている個人・施設がある（宮城：２名・、福島：1

名、岩手：1施設）。	 

	 

	 （２）各県報告	 

宮城県	 

	 	 	 ○	 石巻市夜間急患センターに係る事業費は、地域医療再生基金により県が石巻市に補助して

いるが、基金事業が今年度で終了する見込みであり、平成 26年度以降の財源確保の見通しが

ない状況にある（県単事業としての継続は困難であること）。今後新たな予算的措置をはかる

必要がある。	 

	 	 	 ○	 現在、１か所のみとなっている支援受入施設を増やしたい。	 

	 	 	 ○	 日本周産期・新生児医学会学術集会の際（平成 25 年 7 月）、本事業のチラシを配布したほ

か、ブースを設けてＰＲした。	 

	 

	 	 福島県	 

○	 福島県でも基金事業により事業費の１／２を補助している。基金事業については来年度も

継続される可能性があり、国の動向を注視していく必要あり。支援受入病院を増やすにあたっ

ては、大学と相談しながら進める必要がある。	 



岩手県	 

	 	 	 ○	 受入に係る経費は各病院会計により対応しており、事業費の問題はない。支援受入病院は

今後も現在の５病院を継続する。	 

	 

（３）小児救急医学会活動報告	 

	 	 	 WG から資料２（http://www.hosokunagaku.jp の web 解析結果他）に基づき報告、HP のアクセ

ス数は 1,000 件を超えている。但し、直帰率（１ページで閉じる人の割合）が約 50％となってお

り、内容の充実、更新が必要である。	 

	 

２	 協議・合意事項	 

（１）今後の方向性	 

	 	 	 ○	 中長期的な方向性として、震災支援から地域医療支援へ移行しながら事業を継続する。	 

○	 将来的に東北６県を視野に、関係機関調整のうえ順次参加県を増やす。	 

（当面、秋田県と日本小児救急医学会 WGが調整をはかる予定）	 

	 	 	 ○	 支援受入施設は、関連大学の理解と協力を得ながら、拡大する。	 

	 	 	 

	 

	 

	 

	 

	 

（２）ＨＰについて	 

	 	 ○	 事業ＰＲのためにも、頻繁に内容を更新する必要がある。	 

	 	 ○	 「コメント」は、支援をいただいた先生ごとに書いてもらうように、またそれに返信する

形で受入施設側も投稿するように努める。（１支援２コメントルール）	 

（３）事務局代表者について	 

	 	 ○	 前任の細川参与（岩手県）が３月末で退職となったことから、後任の事務局代表者として

高橋幸代（岩手県）が全会一致で選出された。	 

（４）サーバー、ＨＰ管理の移行時期等	 

	 	 ○	 WG から、ドメインの使用料は年間 17,000 円程度であること。コンテンツの更新・改修の

場合、1ページ 10万円程度になる旨報告。	 

	 	 ○	 宮城県から、県のサーバーを使うことはできるがＣＭＳを作り直す必要がある旨報告。	 

	 	 ○	 17,000円の使用料を各県が負担金として支出する方法で維持していくことで概ね了解され

たが、来年度以降の予算が不確定であることから、学会で最大限維持していただける平成２

７年度までは学会にお願いし、平成 28年度から事務局で管理することとしてその間に移行に

向けた準備を行うこととした。	 

（５）ＨＰ「お問い合わせフォーム」について	 

	 	 ○	 「お問い合わせフォーム」に、支援希望病院及び支援希望期日を記入していただけるよう

修正を検討することとした。	 

	 

３	 その他	 

	 ○	 新たな支援受入病院に係る関係大学との調整については、小児救急医学会 WGが中心となって

行うこととされた（福島県須賀川市	 公立岩瀬病院で検討、会議後追記事項）。	 

	 ○	 次回の事務局会議は、上記調整が整った段階で、11月を目途に宮城県で開催することとした。	 

	 	 今後の方向性へのご意見を頂くことも含めて、これまでの事業内容に関する客観的評価の

ため、支援をいただいた先生方へのアンケート調査を実施することとした。 
	 	 調査票(案)は日本小児救急医学会 WG が作成し、各県からそれぞれの支援医師へ調査依頼
することとした。 


